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示している．硫安・石灰窒素・尿素の元肥の場合には逆　量窒素の約半分を速効性の硫安追肥を行った区が最も多

に石灰窒素・硫安・尿素の順となる．石灰窒素と尿素の　収を示している．尿素と硫安追肥の併用区は硫安追肥区

併用区は生育量でも硫安元肥区に劣り，収量も少い．や　に比べて収量に大差がない点からみても，麦作の尿素に

はり石灰窒素と硫安を併用し，幼穂の節間伸長初期に全　石灰窒素や硫安に比べ肥効が劣るようである．

第4表．　小麦の窒素質肥料の肥効
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注：

程　　　長！穂　　長i　穂　　数 有効茎歩合恒アール当。収量【千乗重比率l

昭和30年の試験で追肥量は成分量（10アール当り）Nll．25吻（内追肥6．00たg）固形のまま施肥．併用区
は成分Nll・25極の内一単肥2．63鬼才，計5．25軸を元肥．追肥の硫安6．00物を固形のまま施肥．共通肥料と
してNll．25毎・P205　4．88たg・Ⅹ20　9．00物．

4．菜種の例

一般に元肥区に比べ追肥区は一穂葵数・一乗結実数が

多くなる傾向を示す．収量には有意差は認められない

が，硫安追肥区が最高収量を収め，次は石灰窒素と硫安

の併用区・硫安元肥区・尿素の順であって，石灰窒素区

が最も収量が劣る．菜種は麦に比べ年内の生育の良否が

第　5　蓑．　菜種の窒

区別 、禦順1護要総分枝上析数1姦
硫　安　元　肥
石灰窒素元肥
尿　素　元　肥
硫　安　追　肥
石灰N追肥
尿　素　追　肥
硫安・石灰窒素
硫　安・尿　素
石灰窒素・尿素

本
5
4
0
3
3
3
1

0

0

5

′

0

′

】

U

－

．

ヽ

U

′

0

8

1

1

1

1

1

1

1

18．8

15．5

著しく収量に影響するのが特徴であって，菜種の春先の

追肥は麦の穂肥ほどには顕著でない点からも，この間の

様子が窺える．従って石灰窒素のような遅効性の肥料

は，初期生育も遅延し収量の劣るのは当然といえよう．

菜種は硝酸態窒素をかなり多量に要求するもののように

見受けられる．

素質肥料の肥効

本

4

3

5

0

4

′

0

′

b

5

5

4

5

′

0

0

U

3

′

0

6

1

1

4
3
3
4
4
4
4
5
4

l

■

u

7

n

7

1

0

0

∧

∨

′

n

O

▲

‖

八

）

′

n

V

′

0

0

凸

7

0

0

4

5

4

▲

‖

0

0

4
4
3
4
4
4
4
3
4

反当千実重 比　　率 千　乗　重2カ年平均
4

1

3

1

4

8

0

0

7

‘

U

∧

U

O

8

3

2

0

′

〇

八

＿

U

A

u

′

2

2

1

2

2

2

1

1

1

kg

240．8
204．4

220．9

259．1

209．6

222．4

248．6

241．5

217．1

kg

205．9

174．8

192．0

230．3

188．6

193．5

210．4

207．0

189．4

収量比

注：昭和29～30年の試験で成分量（10アール当り）N15．0・P205　7．5・Ⅹ20　7．5．追肥は抽苔期と開花
始めの2回分施．

防風林の機能に関する実際的研究
第3報．田名部斗南ケ丘での試験事例

阿部亥三・小野清治・小田桐光雄
（青　森　県　農　試）

1．緒 協同して国庫補助を受けて，小川原湖及び田名部の両地

で防風林の磯能を気象と作物の両面から調査した．ここ

昭和32・33両年にわたって筆者等は青森県庁開発課と　では田名部斗南ケ丘防風林での33年の結果の概要を報告
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する．

2．試　験　方　法

1・測定地点の概況

第1図に示すとおり，A防風林はカラマツで樹令13年

で樹高約3桝，枝下はなく密生．B防風林はアカマツで

樹令36年で樹高約9桝，枝下4・5叫まどで，C防風林は

B防風林よりやや横合を経たアカマツで間伐により疎植

状態を示し，A・B・C各防風林は南北方向に500〝2以

上それぞれつづいている．

2・気象測定方法

妨1図A30とBSの両地点に百葉箱を設置し，普通気象

観測に準じて気温・風向・風速を6月始めから9月未ま

で継続測定し，特定観測として7月6～7日に第1図に

示した各地点の風向・風速及び気泡を測定し，9月10～

11日にはA・B防風林近辺の風速並びに気温の垂直分布

を測定した．

3．作物の生育並びに収量調査

第1園の気象測定地点と概ね合致させて木枠（1．8，が）

を設置して，黒石（農試）で育苗した陸相（農林22号と

農林柘25号）を移植（6月2日）栽培し，ライ麦は8月

21日に播種し，10月22日までの生育量を調査した．

鈴島

第1図．防　風　林　の　断　面　図

3．試験結果の概要

1・特定気象観測の結果

7月6・7の両日は低温性ではないが東寄りの（防風

林にほぼ直角）の風が継続して吹走し，曇天勝ちの天候
下での測定である．

（1）風　速

AN90（標準地点）の風速が3m／S以上の場合と3m／S

表
T

l
　
∵

第
㌃一

標準風速3m／S以上の場
合の平均

標準風速3m／S以下の場
合の平均

以下の場合に分けて，それぞれの地点の平均風速を求め

ると第1蓑のようになり，風速3m／S以下の場合は防

風林の防風効果は頗著でないが，3m／S以上の場合は

防風効果がかなり顕著である．

またA－90風速とA2の風速には密接な関係が認められ

A30とB5の風速の間にも密接な関係があり，風速の軌、

場合ほど防風林後方の風速減殺率は大きくなることが判
かった．

各　地　点　の　平　均　風　速（地上120cm）

A2j Al。…A。。B－5：B－2・B。
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2・9■　3．0＝　2．8；2．1

】　　　　　　　　　　ト

I l

2．2∴2．3　2．4：2．0

（2）気　温

各地点の気温（地上80C都）を平均状態で比較すると第

1表に示した風速の弱い地点が概ね気温の高い傾向を示

した．

なおA2とA－90との気温差yOCを求め，これと日射量

（ⅩgCallcm2／SeC）との関係を求めると，r＝0．511＊

でy＝2・85Ⅹ－Ot493の関係式が得られ，防風林の昇温

BS】BlO㌔BlS

1．3；1．8

1．0■1．8い1．7

効果は日射量の多寡に比例することが認められた．ただ

しB防風林の後方地点はA30に比べてほとんど昇温しな

いが，これは枝下が4明きどあるためと考えられた．

（3）湿　度

A－90に比較して防風林後方地区は概して湿度が低く

特にA30・BlOの乾燥しているここが認められた．

なお9月の特定観測では風速及び気温の垂直分布を測
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定したが，枝下があるか下端まで密生しているかによっ

て．防風林の防風並びに保温効果にかなりの差異を生ず

ることが判かった．

A30とB5での継絞測定の結果は省略するが，風向によ

って両地点の風速並びに気温に差異を生ずることが窺わ

れたが，平均的には蹟著な差異は認め難いようであっ

た．

2．防風林の作物生育に及ぼす影響

（1）陸　稲

移植前後に著しく土壌が乾燥しており，その後も空梅

雨憤向がつづいたので活着が長びき，8・9月の不良天

候と相い侯って豊熟を著しく不良にさせた．しかし防風

第　2　表．　各地点の

林の近辺の地点は圃場の中央部分に比べて活着歩合が高

く，収穫時の諸形質並びに収量でも優り，乾燥≡し易い

A30・B10の生育収量の劣ることが認められた．

（2）ライ麦

各地点のライ麦の生草重を比較すると第2表のとおり

で．防風林の近辺の各地点はA30より優った．ただしBl

では日照不足のためか最も劣った．

4．む　　す　　び

田名部斗南ケ丘の防風林の機能について調査し，その

防風並びに保温効果を把振し，作物生育に好影響を及ぼ

すことを実証した．

ラ　イ　麦の生草重括数

麦の青刈り・実取り栽培における分けつ茎の変化

渡　辺　　　豊・古　河　　　健
（福島県鼻試浜支場）

1．緒

麦作の飼料化と安全越冬を指標とする青刈り・実攻り

栽培での分けつ茎の変化を明らかにするとともに，地域

の刈取り限界を知るために大麦関取3号を用い，生草量

並びに子実収量を分けつの次位別に分解調査した・

2．試　験　方　法

供試品種は大麦関取3号，1区画酌は7・7〝‡2で1区盲臥

第1表．　施　　　肥

播種量10a当り7．2g，睦巾70e潤・播巾lSc花で7・5e諏3条

播きの1個所2本立てとした．施肥量及び処理条件はそ

れぞれ第1・2表のとおりである．

3．試験結果及び考察

1．刈振りによる生育の差

出穂期及び成熟期は第1国のとおりで播種期や処理区

間の差は僅端な晩刈りでなければ変動は少なく，出菓期

は播種期にかかわらず処理することにより出菓間隔は乱

量（10a当り吻）

摘 要

第2　蓑．　処　理　条　件

要




